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一般社団法人応用生態工学会 

廣瀬賞、研究奨励賞及び応用生態工学社会実践賞に関する細則 

（目 的） 

第１条 本細則は、一般社団法人応用生態工学会（以下「本会」という。）の前身で

ある応用生態工学会の会長を歴任された故廣瀬利雄氏の遺志に沿うべく応用生態

工学の一層の発展を期するため、同氏からの遺贈寄附金（以下「廣瀬遺贈金」とい

う。）を財源として「応用生態工学会廣瀬賞」、「応用生態工学会研究奨励賞」及

び「応用生態工学社会実践賞」（以下３賞を併せて「本賞」という。）を設け、本

賞の運営につき必要な事項を定めることを目的として、本会寄附金取扱規程第７条

に基づき定めるものである。 

（賞の種別等） 

第２条 「応用生態工学会廣瀬賞」は、顕著な研究業績により応用生態工学の研究、

教育等に指導的役割を果たし、今後の研究等における活躍が期待される概ね５５歳

以下の正会員で、他の正会員に推薦された者の中から、毎年、１名に授与される。 

２ 「応用生態工学会研究奨励賞」は、応用生態工学において今後優れた研究の展開

が期待できる修士取得後１０年以内の正会員で、自薦された者の中から、毎年、３

名以内に授与される。 

３ 「応用生態工学社会実践賞」は、応用生態工学会での顕著な活動やその学術成果

を社会事業に還元・実践している個人又は団体で、正会員より推薦された個人又は

団体の中から、毎年、原則として２名又は２団体に授与される。 

（賞の内容） 

第３条 「応用生態工学会廣瀬賞」の受賞者には、賞状及び廣瀬遺贈金より６０万円

が贈呈される。 

２ 「応用生態工学会研究奨励賞」の受賞者には、賞状及び廣瀬遺贈金より２０万円

が贈呈される。 

３ 「応用生態工学社会実践賞」の受賞者には、賞状及び廣瀬遺贈金より１５万円が

贈呈される。 

（応募方法） 

第４条 本賞の応募者（推薦、自薦）は、本会が別に定める様式により作成した応募

申請書を定められた期日までに事務局に提出しなければならない。 

（選考委員会） 
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第５条 本賞の受賞者を選考するため、理事会の下に選考委員会（以下「委員会」と

いう。）を設置する。 

２ 委員会の委員は、正会員であって応用生態工学に関して高い識見を有する者のう

ちから理事会の決議によって６名を選任し、会長が委嘱する。委員の構成は、生態

学と工学の各分野に偏りのないように配慮しなければならない。 

３ 委員会の委員長は、委員の互選により選定する。 

４ 委員の任期は、選任後３年とし，毎年２名を改選する。任期満了後２年間は再任

されない。 

５ 委員会は、委員長が招集して開催する。 

６ 委員長は、開催された委員会において議長を務める。 

７ 委員会は、委員総数の半数以上の委員が出席しなければ開催することができない。 

（選考方法） 

第６条 委員会は、第４条の規定によりなされた応募に係る被推薦者につき、応募申

請書等をもとに審査を行い、本賞の各賞について、所定の受賞者数までの候補者を

選考する。 

２ 委員会の委員が被推薦者とされたときは、当該委員は、前項の審査及び選考に関

与することができない。 

３ 委員長は、選考された候補者につき、選考理由を付けて会長に報告する。受賞候

補者が人数に満たない場合又は無い場合も、その旨を会長に報告する。 

（受賞者の決定) 

第７条 会長は、前条第３項により報告された候補者について、その賛否を理事会に

諮り、出席した理事の３分の２以上の賛成があったときは、これを受賞者として決

定し、直ちに本人に通知する。該当する受賞者が無いときは、その旨を会員に公表

する。 

２ 前項の受賞者の決定は、次条に定める授賞式が実施される２か月前までに行う。 

（授賞式) 

第８条 授賞式は、大会において行う。 

（改 廃） 

第９条 本細則の改廃は、会長が理事会の承認を得て行う。 

附 則 

本規程は、令和６年７月２４日から施行する（令和６年７月２３日理事会承認）。 

附 則 

１ 本規程の改定は、令和６年８月２０日から施行する（令和６年８月２０日理事会

承認）。 
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２ 第５条第４項の規定にかかわらず、本規程施行時において選任されている委員６

名のうち４名の任期について、うち２名は１年間、他の２名は２年間とし、この短

縮される任期が適用される委員は委員長が決定する。 

附 則 

 本規程の改定は、令和７年１月２７日から施行する（令和７年１月２７日理事会承

認）。 

 


